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市川市の概況

• 人口：475,571人（H21）

• 面積：56.39km2



取り組み事例

• 市川市自転車安全利用対策懇談会

• 契機：自転車事故率が高い

• 目的：ルール・マナー意識の向上、事故減少

• 主催：市（事務局：道路交通部交通計画課）

• 期間：平成21年度

• 会議：5月29日～11月6日まで6回開催

• メンバー：住民、行政関係者計15名



自転車利用と事故の状況
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メンバーの構成

• 住民代表

自治会長、自転車・軽自動車商協同組合、大
学生、商店会、交通安全母の会、サイクリン
グ協会

• 行政関係者

警察署、市川市交通計画課

• 学識経験者



会議内容

回
数

月日 会議内容

１ 5月29
日

自転車事故の現状、安全対策の現状紹介

２ 6月26
日

ワークショップ：自転車の安全利用の問題点

３ 7月24
日

ワークショップ：自転車の安全対策

４ 8月28
日

条例方向性、自転車の深刻な問題プレゼン

５ 9月29
日

条例方向性、自転車道ネットワーク、提言書検討

６ 11月6
日

提言書検討



ワークショップの状況 21年6月26日



ワークショップの状況 21年7月24日



提言骨子

• 自転車走行環境の整備

• 交通ルール・マナーの周知

• 自転車安全利用条例の検討

• 自転車の点検整備の促進

• 駐輪場の情報発信基地としての活用



条例の検討内容

• 暴走自転車の指導

• 罰金も検討（二重罰の問題も）

• 学校、家庭、自治会での教育・啓発の促進

• 歩道も左側通行の検討

• 押し歩き地域の設定

• 車道上での順法自転車の尊重



鬼高自治会の活動

• 鬼高自治会：12,000人、5,300世帯 7割が加入

• 平成16年の自転車事故をきっかけに呼びかけ
運動

• 年4回の交通安全運動に合わせ実施

• 1班15人、2班で実施

• 違反自転車に「イエローカード」の手交

• ルールの周知徹底に一定の役割







まとめ

• ソフト面の対策を中心

• 条例による規制・啓発の検討

• 市民による呼びかけ運動の実績

• 今後市長に提言書の報告

• 反省点

市民公募が間に合わなかった

インフラ整備との連携が薄かった



南アフリカのお話





喜望峰 Cape of Good Hope



To  be continued
（＾＾；）
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